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第　

回
計
量
士
国
家
試
験

64

が
、
3
月
2
日
、
全
国
9
会

場
で
実
施
さ
れ
た
。
毎
年
3

月
の
第
一
日
曜
日
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
今
年
の
出
願
者

数
は
8
3
8
2
名
で
、
前
年

よ
り
5
1
5
名
減
少
し
た
。

対
前
年
比　

・
2
％
で
、
4

94

年
連
続
で
減
少
し
た
。
内
訳

は
、
環
境
計
量
士
（
濃
度
関

係
）
5
4
5
8
名
（
前
年
比

　
・
2
％
、2
7
3
名
減
）、環

95境
計
量
士（
騒
音
振
動
関
係
）

1
4
4
6
名
（　

・
8
％
、

92

1
1
2
名
減
）、一
般
計
量
士

は
1
4
7
8
名
（　
・
9
％
、

91

1
3
0
名
減
）。

　

実
際
の
受
験

者
数
は
5
4
8

8
名
（
最
終
時

限
）。前
年
比
は

　

・
0
％
で
4

92年
連
続
で
減
少

し
た
。
受
験
率

は　

・
5
％
。

65
こ
こ
数
年
の
受

験
率
は　

〜　
66

67

％
程
度
。
試
験

終
了
後
、
試
験

問
題
は
持
ち
帰
り
で
き
る
。

　

試
験
区
分
別
で
は
以
下
の

通
り
（
出
願
者
数
／
受
験
者

数
／
受
験
率
。
カ
ッ
コ
内
は

前
年
比
）。

▽
環
境
計
量
士（
濃
度
関
係
）

＝
5
4
5
8
名
（　
・
2
％
）

95

／
3
5
3
2
名
（　
・
3
％
）

94

／　

・
7
％

64
▽
環
境
計
量
士
（
騒
音
・
振

動
関
係
）
＝
1
4
4
6
名

（　

・
8
％
）
／
8
9
6
名

92
（　

・
6
％
）
／　

・
0
％

90

62

▽
一
般
計
量
士
＝
1
4
7
8

名
（　

・
9
％
）
／
1
0
6

91

0
名
（　

・
9
％
）
／　

・

85

71

7
％

　

合
格
発
表
は
5
月
末
頃
の

予
定
で
、
本
紙
お
よ
び
計
量

計
測
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
ほ

か
、官
報
、経
済
産
業
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験

番
号
を
掲
載
す
る
。

　

計
量
士
国
家
試
験
は
2
0

1
1
年
度
か
ら
3
年
間
、
市

場
化
テ
ス
ト
（
民
間
競
争
入

札
）
と
し
て
、
試
験
問
題
作

成
、
合
否
判
定
、
合
格
証
書

の
送
付
を
除
い
て
、民
間（
日

本
通
運
珂
）
に
委
託
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
他

の
試
験
業
務
も
実
施
し
て
お

り
、
豊
富
な
経
験
が
あ
る
た

め
、
円
滑
に
実
施
さ
れ
た
。

遅
刻
者
や
受
験
票
を
忘
れ
た

受
験
生
、
筆
記
用
具
を
忘
れ

た
と
い
う
受
験
生
も
い
た

が
、受
験
優
先
で
対
処
し
た
。

　

年
度
以
降
も　

年
度
ま
で

14

16

の
3
年
間
、
市
場
化
テ
ス
ト

と
し
て
民
間
事
業
者
に
委
託

す
る
。

　

計
量
士
国
家
試
験
は
、
適

正
な
計
量
実
施
の
確
保
を
推

進
す
る
た
め
、
計
量
に
関
す

る
専
門
知
識
・
技
能
を
有
す

る
者
の
養
成
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
1
回
実
施
さ
れ
て

な
計
量
の
実
施
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
」と
し
て
い
る
。

　

出
願
者
数
が
多
い
環
境
計

量
士
は
1
9
7
4
年
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
、
1
9
9
2

年
に
「
濃
度
関
係
」
と
「
騒

音
振
動
関
係
」
に
区
分
さ
れ

た
。

　

計
量
士
に
な
る
に
は
、
国

家
試
験
を
受
験
す
る
ほ
か

に
、　

産
業
技
術
総
合
研
究

（独）

所
計
量
研
修
セ
ン
タ
ー
に
入

所
し
て
所
定
の
講
習
を
修
了

す
る
方
法
が
あ
る
。

計
自
学
会
が
総
会
開
催

会
長
に
、仲
田
隆
一
氏

　
（
公
社
）計
測
自
動
制
御
学

会
は
、
第
4
回
定
時
社
員
総

会
を
、
2
月　

日
、
東
京
大

21

学
（
本
郷
）
山
上
会
館
大
会

議
室
で
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
理
事
・
監
事

の
選
任
、
2
0
1
3
年
度
事

業
報
告
と
同
決
算
書
（
案
）

の
報
告
、
決
算
書
（
案
）
の

承
認
、
2
0
1
4
年
度
事
業

計
画
と
同
予
算
書
の
報
告
な

ど
が
さ
れ
た
。

　

定
時
社
員
総
会
終
了
後
に

開
催
の
2
0
1
4
年
度
第
1

回
理
事
会
で
、代
表
理
事（
会

長
）
に
仲
田
隆
一
氏
（
珂
東

芝
）、
副
会
長
に
本
多
敏
氏

（
慶
応
大
学
）
と
杉
江
俊
治

氏
（
京
都
大
学
）
が
選
任
さ

れ
た
。

　

総
会
に
関
連
し
て
、
2
0

1
3
年
度
学
術
奨
励
賞
の
発

表
と
贈
賞
、
特
別
講
演
、
賛

助
会
員
懇
談
会
、
出
席
者
交

流
会
が
実
施
さ
れ
た
。（
詳
細

次
号
以
下
）

（
3
0
0
2
号
隠
面
の
つ
づ
き
）

　

技
術
委
員
会
は
、
同
委
員

会
の
概
要
と　

（
平
成　

）

13

25

年
度
の
活
動
状
況
を
小
谷
野

泰
宏
産
総
研
法
定
計
量
技
術

科
長
が
報
告
し
た
。

2
0
1
3（
平
成　

）年
度

25

第
1
回
技
術
委
員
会

【
審
議
内
容
】

茨
副
委
員
長
お
よ
び
書
記
選

出芋
【
報
告
】
検
定
等
に
関
わ

る
参
考
資
料
の
提
供
＝
要
領

通
り
、
参
考
資
料
を
希
望
す

る
都
道
府
県
に
メ
ー
ル
で
送

信
す
る
。
提
供
開
始
後
の
要

望
等
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

が
受
け
付
け
る
。

鰯
【
審
議
】
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

の
再
生
品
使
用
＝
検
満
回
数

の
延
長
、
型
式
の
追
加
に
係

る
細
目
改
正
案
は
承
認
。
運

用
開
始
は
、
計
量
行
政
室
が

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
都

道
府
県
協
を
通
じ
て
周
知
を

お
こ
な
う
。　

（
平
成　

）

13

25

年
8
月　

日
、
計
量
行
政
室

20

か
ら
都
道
府
県
等
に
対
し
て

細
目
改
正
を
周
知
し
た
。

允
【
報
告
】
検
測
J
I
S
の

状
況
報
告
＝
温
度
計
お
よ
び

体
温
計
関
係
の
J
I
S
（
最

終
案
）
に
つ
い
て
は
、
コ
メ

ン
ト
が
あ
る
場
合
は
計
量
行

政
室
ま
で
連
絡
す
る
。
他
報

告
内
容
に
つ
い
て
は
了
承
さ

れ
た
。

印【
報
告
】旧
基
準
タ
ク
シ
ー

メ
ー
タ
ー
移
行
状
況
（
お
よ

び
情
報
共
有
）
＝
都
道
府
県

計
量
検
定
所
等
と
運
輸
局

（
支
局
）
と
の
タ
ク
シ
ー
担

当
者
名
簿
の
交
換
に
つ
い
て

は
異
議
が
な
く
、
行
政
室
と

国
交
省
と
の
間
で
具
体
化
に

向
け
、
進
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
両
機
関
の
実
務

担
当
者
名
簿
を
交
換
す
る
こ

と
と
な
り
、
本
資
料
作
成
時

点
で
は
名
簿
の
作
成
中
で
、

双
方
の
名
簿
は
第
2
回
技
術

委
員
会
で
配
布
予
定
。

咽
【
報
告
】
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

工
業
会
取
り
組
み
紹
介
＝
情

報
を
も
と
に
、
立
入
検
査
等

の
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、

工
業
会
か
ら
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

の
有
効
期
間
切
れ
を
防
止
す

る
た
め
の
協
力
依
頼
が
あ
る

際
に
は
、
各
都
道
府
県
で
の

協
力
を
希
望
。

員
【
審
議
】
複
合
計
量
器
の

定
義
と
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

（
量
器
用
尺
付
タ
ン
ク
）
と

大
型
車
載
燃
料
油
メ
ー
タ
ー

と
の
複
合
計
量
器
の
取
り
扱

い
＝
略
（
編
集
部
）。

2
0
1
3（
平
成　

）年
度

25

第
2
回
技
術
委
員
会　

（
2
0
1
4
年
1
月　

日
昇
）

28

【
議
題
】

茨
【
報
告
お
よ
び
審
議
】
特

定
計
量
器
＝
▽
法
令
委
審
議

依
頼
文
書
▽
複
合
特
定
計
量

器
の
証
印
の
数

芋
【
報
告
】　

（
平
成　

）

14

26

年
度
特
定
計
量
器
検
定
検
査

規
則
等
へ
の
J
I
S
引
用
予

定
お
よ
び
J
I
S
化
の
取
り

組
み

鰯
【
報
告
】
タ
ク
シ
ー
メ
ー

タ
ー
に
係
る
国
土
交
通
省
と

の
情
報
交
換
状
況
等

允
【
報
告
】「
特
定
計
量
器
製

造
事
業
届
出
製
造
事
業
者
に

係
る
実
態
調
査
」
状
況
報
告

印
【
報
告
】
電
気
式
は
か
り

の
消
費
税
計
算
機
能
の
変
更

の
取
り
扱
い

咽
【
報
告
】
認
定
P
O
S
一

覧
表

員
そ
の
他
（
古
紙
回
収
シ
ス

テ
ム
な
ど
情
報
交
換
し
た
。

継
続
審
議
）

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

（
3
0
0
1
号
隠
面
の
つ
づ
き
）

簡
素
化
に
賛
成
だ
が

心
配
も

【
議
題
4
】
会
議
運
営
方
法

の
簡
素
化
に
つ
い
て
（
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
計
量
協
会
共
同
提

案
）（
提
案
理
由
）
昨
年
、
香

川
県
で
開
催
さ
れ
た
協
議
会

に
お
い
て
、
徳
島
県
か
ら
提

案
さ
れ
た
会
議
運
営
方
法
の

簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
県
か
ら
同
意
が
あ
っ
た
も

の
の
具
体
的
な
検
討
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
つ
い
て
は
、

懇
親
会
を
で
き
る
だ
け
簡
素

化
す
る
と
と
も
に
翌
日
の
観

光
等
は
一
切
実
施
し
な
い
こ

と
と
し
て
は
い
か
が
か
。

　

議
長
が
議
題
3
と
一
括
し

て
意
見
を
聴
取
し
た
。

【
岡
山
県
】
懇
親
会
で
の
余

興
も
省
い
て
質
素
に
す
る
こ

と
で
よ
い
と
思
う
。
翌
日
の

観
光
等
も
実
施
し
な
い
こ
と

に
費
成
。

【
広
島
県
】
3
順
目
も
終
了

し
、
こ
の
協
議
会
も
一
定
の

役
割
は
果
た
し
た
と
思
う
。

4
順
目
と
な
る
次
回
か
ら

は
、
新
た
な
運
営
方
法
と
す

る
こ
と
に
賛
同
す
る
。
具
体

的
な
協
議
を
お
こ
な
い
、
共

通
認
識
の
も
と
に
決
議
を
さ

れ
て
は
い
か
が
か
。

【
徳
島
県
】
趣
旨
に
賛
同
す

る
。
た
と
え
ば
、
懇
親
会
の

簡
素
化
（
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
・

飾
り
花
等
）、
土
産
物
を
省

略
、
翌
日
の
観
光
（
ゴ
ル
フ

等
）
に
つ
い
て
見
直
し
を
検

討
し
て
は
い
か
が
か
。

【
香
川
県
】
協
議
会
全
体
を

見
直
し
、
懇
親
会
を
簡
素
化

す
る
。
翌
日
の
観
光
は
自
由

観
光
と
す
れ
ば
ど
う
か
。
記

念
講
演
会
、
懇
親
会
で
の
催

し
物
、
翌
日
の
観
光
等
の
廃

止
は
経
費
削
減
に
な
る
。
会

議
と
懇
親
会
だ
け
な
ら
開
催

県
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
。

た
だ
、
懇
親
会
で
の
催
し
物

は
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
楽

し
み
が
あ
っ
た
し
、
記
念
講

演
会
も
す
ば
ら
し
い
。
翌
日

の
観
光
も
初
め
て
参
加
す
る

方
に
は
思
い
出
と
な
ろ
う
。

す
べ
て
簡
素
化
し
た
ら
、
み

な
さ
ま
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

け
る
か
と
い
う
心
配
が
あ

る
。

【
愛
媛
県
】
本
県
に
お
い
て

も
同
様
の
提
案
を
し
て
い
る

が
、
本
県
に
お
い
て
は
、
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
簡
素
化

の
み
な
ら
ず
、
各
県
持
回
り

開
催
そ
の
も
の
の
見
直
し
を

求
め
て
い
る
。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

い
る
。
昨
年
実
施
さ
れ
た
第

　

回
の
合
格
率
は
、
全
体
で

63
　

・
4
％
。
実
施
年
に
よ
っ

14て
増
減
は
あ
る
（
第　

回
は

62

　

・
9
％
）
が
、
難
し
い
資

16格
試
験
の
一
つ
で
あ
る
。

　

計
量
士
制
度
は
、「
経
済
取

引
の
発
達
、
産
業
技
術
の
進

歩
等
こ
れ
ら
に
関
し
て
要
求

さ
れ
る
計
量
技
術
が
高
度

化
・
専
門
化
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
計

量
に
関
す
る
専
門
の
知
識
・

技
能
を
有
す
る
者
に
対
し
て

一
定
の
資
格
を
与
え
、
一
定

分
野
の
職
務
を
分
担
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
計
量
器
の
自

主
的
管
理
を
推
進
し
、
適
正
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各
県
提
案
議
題
の
討
議

      
計
量
協
会
連
絡
協
議
会
棺

2013
中
国

四
国

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
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鈎
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鈎
鈎
鈎
鈎
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鈎
鈎
鈎
鈎
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鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

毎
日
更
新
！

今
日
の
計
量
計

今
日
の
計
量
計
測測

情
報
ニュ
ー

情
報
ニュ
ー
スス

http://w
w
w
.keisoku-new

s.jp/

技
術
委
員
会
報
告

全
国
計
量
行

全
国
計
量
行
政政
会
議
開
く

会
議
開
く
款款

報
告・各
委
員
会
に
お
け
る
審
議
結
果
お
よ
び
活
動
報
告

第　

回
計
量
士
国
家
試
験
実
施

64受
験
者
数
5
4
8
8
名
、前
年
比　
・
0
％

92

（
2
0
1
3
年
7
月　

日
昭
）

25

温度･圧力 
三和計器 
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TEL.03（5984）3362（代） 

www.sanwakeiki.com
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http://www.keisoku-net.jp/

試験開始を待つ受験生（東京会場）


